
１　開催日時 令和６年9月27日（金）14時00分から

２　開催場所 大阪市契約管財局会議室

３　議題

（１）令和６年４月～令和６年６月分の契約状況について

令和６年度マイクロソフト社製ソフトウェア等ライセンス取得 ・・・P３

及び使用料支払業務委託（概算契約）　　 参考資料 ・・・別冊１

（２）【審議２】

大阪市住民記録システム及び印鑑登録システム標準化対応業務委託 ・・・P９

（３）【審議３】

指定管理者制度について ・・・別冊２

（４）【報告１】

競争入札参加停止措置及び資格制限運用状況総括表 ・・・別冊３

（令和６年４月～令和６年６月分）

（５）【報告２】

談合情報等対応状況一覧表 ・・・別冊３

（令和６年４月～令和６年６月分）

（６）その他 　

第203回　大阪市入札等監視委員会

　　　【審議１】
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【業務委託】 

契 約 の 方 法 一般競争入札 

発 注 局 契約管財局 

事 業 主 管 局 デジタル統括室 

業 務 名 称 
令和６年度マイクロソフト社製ソフトウェア等ライセ

ンス取得及び使用料支払業務委託（概算契約） 

業 務 概 要 別紙① 業務概要のとおり 

入札参加資格及び 

当該資格の設定理由 
別紙② 入札参加資格のとおり 

公 告 日  令和６年１月 24日 

開 札 日 令和６年３月６日 

入札参加申出者数及び 

入札参加承認者数 

入札参加資格により排除された入札 

参加申出者がいた場合の排除理由 

申出者数 １ 者   承認者数 １ 者 

排除理由：－ 

予定価格(税抜き) 1,814,356,000円 

落札金額(税抜き) 

及 び 落 札 率 
1,807,524,240円（落札率約 99.6％） 

契約金額(税込み) 
1,988,276,664円 

（ 1,807,524,240円＋消費税 180,752,424円） 

契 約 相 手 方 株式会社大塚商会 

契 約 日 令和６年４月１日 

入 札 参 加 者 数 １者 

入札経過及び入札結果 別紙③ 入札経過調書のとおり 

備 考 

 

審議 １ 
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別紙①_業務概要 

業 務 概 要 

 

【案件名称】 

 令和６年度マイクロソフト社製ソフトウェア等ライセンス取得及び使用料支

払業務委託（概算契約） 

 

【業務概要】 

本市では、庁内情報ネットワークや総合行政ネットワークを利用するための

LGWANネットワーク等のネットワークを構築・運用しており、文書作成や各ネッ

トワーク内において、マイクロソフト社ソフトウェア・サービスを利用してい

る。 

それらを使用するために必要となるライセンスの調達を低廉かつ簡易に行う

ため、令和４年度に「サーバーおよびクラウド加入契約（以下、SCE契約という。）」、

令和５年６月に「エンタープライズサブスクリプション契約一式（以下、ESA契

約という。）」を締結している。（ESA契約及び SCE契約の概要については、『別

紙_ESA契約及び SCE契約によるライセンス許諾に係る関係図』を参照） 

また、マイクロソフト社のライセンスの取得及び使用料の支払いは、マイク

ロソフト社指定の代理店のみが可能であり、本市が直接契約することができな

い。 

本件業務は、ESA契約及び SCE契約に基づき、マイクロソフト社への必要ライ

センスの発注を行い、本市へ提供することを目的とする。 

 

【実施業務内容】 

（１）ライセンスの提供 

   本市が求めるライセンスを取得し、本市へ提供する。 

（２）使用料の支払 

   マイクロソフト社へのライセンス使用料の支払いを行う。 

 

【履行期間】 

 令和６年４月１日から令和７年３月 31 日まで 
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①ESAプログラム及びSCEプログラムを前提としたライセンス調達を本市にて公示する。
②応札企業がマイクロソフト社へESAプログラム及びSCEプログラムを前提とする本市への卸値を確認する。
③落札企業（再販企業）が決定し、契約を行う。
④再販企業が変更となった場合、マイクロソフト社と本市にてESAプログラム及びSCEプログラムに関する再販企業の変更手続きを行う。
⑤落札企業に対してライセンスの発注依頼を行う。
⑥落札企業よりマイクロソフト社へライセンスが発注される。
⑦マイクロソフト社より本市へライセンスが直接許諾される。

別紙_ESA契約及びSCE契約によるライセンス許諾に係る関係図

（※）ESAプログラム及びSCEプログラムとは
　マイクロソフト社が提供するボリュームライセンス契
約の一種であり、マイクロソフト営業部門にて、特別
条件（契約期間・ディスカウント価格等）に関する米国
本社との交渉等を行う。あらかじめ契約しておくこと
で、大阪市がライセンスを購入する際に、安価に提供
を受けることができる。

マイクロソフト社

再販企業
（マイクロソフト社認定の

Licensing Solution Partner等）

契約書＿＿

大阪市

ESAプログラム及びSCEプログラム（※）に関する契約一式

マイクロソフト社より本市へ

ライセンスが直接許諾される

ライセンス（許諾）

公
示

応
札
・落
札
・契
約

①③

⑦

④

卸値の提示
②

ライセンスの発注
⑥

発
注
依
頼

⑤

※本契約の範囲
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別紙②_入札参加資格 

入札参加資格 

１ 令和４・５・６年度本市入札参加有資格者名簿（業務委託）に「10 情報処理  01 情

報処理」で登録されていること 

なお、本市入札参加有資格者名簿に登録されていない者は、本市入札参加資格審査申

請を担当部局に行えば、当該審査を行う。 

２ 地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の 4 の規定に該当しない者で

あること 

３ 大阪市競争入札参加停止措置要綱に基づく停止措置を受けていないこと 

４ 大阪市契約関係暴力団排除措置要綱に基づく入札等除外措置を受けていないこと及

び同要綱別表に掲げるいずれの措置要件にも該当しないこと 

５ マイクロソフト社のライセンシング  ソリューション  パートナー  (Licensing 

Solution Partner :LSP)として、一般公開されているマイクロソフト社ホームページの

一覧に掲載されていること 

 

（設定理由） 

マイクロソフト社より「ライセンシング ソリューション パートナー (Licensing 

Solution Partner :LSP)」に認定されている事業者のみがマイクロソフト社のライセン

スを発注・取得ができるため。 
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別紙③_入札経過調書 
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